
屋久島世界自然遺産をめぐる平成元年以降の主な経緯 （年度）

平成平成平成平成2年年年年
1990

平成平成平成平成3年年年年
1991

平成平成平成平成4年年年年
1992

平成平成平成平成5年年年年
1993

平成平成平成平成6年年年年
1994

平成平成平成平成7年年年年
1995

平成平成平成平成8年年年年
1996

鹿児島県総合計画（戦略的プロジェクト）

屋久島環境文化懇談会（世界遺産を目指せとの意見）

「屋久島環境文化村構想」策定

政府が世界遺産条約批准

屋久島森林生態系保護地域設定

屋久島の世界自然遺産登録屋久島の世界自然遺産登録屋久島の世界自然遺産登録屋久島の世界自然遺産登録

世界遺産地域連絡会議発足（環境省，林野庁，県）

屋久島世界遺産地域管理計画策定

県，町が屋久島環境文化財団設立

屋久島世界遺産センター開館

縄文杉デッキ整備

国（外務省、環境省、林野庁）の動き国（外務省、環境省、林野庁）の動き国（外務省、環境省、林野庁）の動き国（外務省、環境省、林野庁）の動き地域地域地域地域（県（県（県（県、、、、町、住民等町、住民等町、住民等町、住民等）の動き）の動き）の動き）の動き

� 県、町、懇談会委員が政府に世界遺産

条約の批准を働きかけ

屋久島環境文化研究会

上屋久町「林地活用計画」策定

屋久町が屋久杉自然館開館

平成平成平成平成元年元年元年元年

1989

平成平成平成平成9年年年年
1997

IUCN保全管理状況調査

平成平成平成平成14年年年年
2002

上屋久町，屋久町が地域連絡会議構成員へ IUCN指摘箇所を含める国立公園区域拡張・
公園計画変更（永田浜等の公園区域編入）

平成平成平成平成19年年年年
2007

屋久島町誕生（市町村合併） 口永良部島を国立公園編入

平成平成平成平成20年年年年
2008

し尿搬出・「山岳部環境保全募金」スタート

町道荒川線の車両乗り入れ規制開始

平成平成平成平成21年年年年
2009

「屋久島山岳部車両運行対策協議会」発足

町道荒川線の車両乗り入れ規制拡大

「屋久島町エコツーリズム推進協議会」発足

荒川登山口のトイレ増設（県）

屋久島ＣＯ２フリーの島づくり

平成平成平成平成22年年年年
2010

屋久島町エコツーリズム推進全体構想承認

町道荒川線の車両乗り入れ規制全面実施

平成平成平成平成23年年年年
2011

町が縄文杉利用調整の条例案提出・町議会否決

「屋久島里めぐり推進協議会」発足

単独の国立公園（屋久島国立公園）として分離独立

生態系維持回復計画導入（ヤクシカ対策）

科学委員会にヤクシカWG設置

屋屋屋屋久島世界遺産科学委員会発足久島世界遺産科学委員会発足久島世界遺産科学委員会発足久島世界遺産科学委員会発足

「永田浜ウミガメ観察ルール２００９」策定

山岳部で携帯トイレ導入試験開始

＜屋久島憲章制定＞

「山岳部利用対策協議会」発足

屋久島環境文化村センター開館

環境文化研修センター開館

平成平成平成平成24年年年年
2012

平成平成平成平成25年年年年
2013

県がヤクシカ特定鳥獣保護管理計画策定

町が「入島税等検討会議」を設置

屋久島世界遺産登録20周年記念事業
「屋久島学ソサエティ」発足

平成平成平成平成17年年年年
2005

永田浜のラムサール条約登録湿地への登録

平成平成平成平成26年年年年
2014

「屋久島町エコパーク推進協議会」発足

屋久島世界自然遺産地域管理計画を改訂屋久島世界自然遺産地域管理計画を改訂屋久島世界自然遺産地域管理計画を改訂屋久島世界自然遺産地域管理計画を改訂

科学委員会を改組

平成平成平成平成15年年年年
2003

ヤクシカ・タヌキに関する検討会

（計画策定主体に，県，町が参加）

（策定主体は環境省，林野庁，文化庁）

入島者

10万人

入島者

24万人

入島者

40万人

入島者

30万人

＜屋久島両町環境基本条例制定＞

資料1-1

USER
長方形


